


日本哲学会第69回大会ワークショップ

2010年5月16日、於:大分大学

河野 哲也（こうの てつや）
（立教大学文学部教育学科）



目的

 中等（及び初等）教育における哲学教育
の提案

 日本の教育の問題点のひとつの克服策と
しての哲学教育



提案

 『倫理』に哲学的内容を増強し、シチズ
ンシップ教育、さらに家庭科の一部（消
費者教育）を統合した新科目「哲学」を
創設する。

 「市民・公民」「家庭科」の総合として
の哲学



日本の教育に求められること

 学習者中心の観点（意味形成と目的形成
への参加）

 問題解決型学習

 正統的周辺参加型学習

→実践的な社会の一員になることによって
最もよく学ぶ

→これらの観点の欠如は、権威主義を容認
し、生徒のアノミーを助長している。



教育学と哲学

 以上の教育学上の問題点は、じつは哲学
的な視点の欠如と関係している。



哲学を早期に教育する意義

 社会的意義

①技術的生活の見直し

②社会的統合

 個人的意義

①批判的思考

②自己形成と人生の意味づけ

 ①と②はそれぞれ同じ働き

 日本の教育の問題点はこれらの欠如にあ
る。



実例

 M.K. Sharon & P. Thompson. (2007). 
Philosophy for teens. Prufrock Inc.

 O. Brenifier. L’apprenti philosophe: L’Etat
et la societe. Nathan, 2002.

 O. Brenifier. 『こども哲学』シリーズ、
重松清監修、朝日出版社．



 A. Lindquist & J. Wester 『あなた自身の
社会』川上邦夫訳、新評社、1997年.
→スエーデンの中学の社会科の教科書

 J.Bonnice & R. Bannister 『賢い消費者』
小木紀之他訳、家政教育社、1998年.
→アメリカの消費者教育の教科書

 カナダ・オンタリオ州教育省『メディ
ア・リテラシー』ＦＣＴ訳、リベルタ出
版、1992年.





 「学習者中心の視点」とは何かを理解す
るのに、スエーデンの中学の社会科・家
庭科の教科書『あなた自身の社会』が役
立つ。



日本の「公民」
の教科書



日本の「公民」
の教科書



スエーデンの教科書
中学「あなた自身の社会」

コミューン（地方自
治体の政治の説明）



スエーデンの教科書
中学「あなた自身の社会」



スエーデンの教科書
中学「あなた自身の社会」



A. Lindquist & J. 
Wester 『あなた

自身の社会』川
上邦夫訳、新評
社、1997年.







スエーデン『あなた自身の社会』

 法律と権利：私たちの法律、犯罪、警察、
裁判所、無益な暴力、犯罪者更正施設

 あなたと他の人々：グループ、何ものか
でありたい、役割と役割の間の葛藤、私
たちには自分で思っているよりも能力が
ある、女の子と男の子、若者とアルコー
ル、若者と麻薬、建設的な生き方がある、
さまざまな団体



 あなた自身の経済：家族の経済、物を買
う、消費者情報、クレジットの物を買う、
広告は購買意欲をさそう

 コミューン：やってみることが大事だ、
さまざまコミューン、コミューンの組織、
コミューンの任務、コミューンが立てた
ある計画、コミューンの予算、コミュー
ンにおける民主主義、教会コミューン、
ランスティング



 私たちの社会保障：スエーデンの子ども
たち、児童福祉、家族での生活、離婚、
病気になってから、たくさんの障害者が
いる、仕事を失う人もいる、特別な援助
が必要なこともある、老人になる、社会
的安全のネット



比較

 知識としてはややスエーデンの方が簡潔。

 スエーデン：あなたはどのように社会参
加するか、政治や社会制度をどのように
利用するか、という問いから出発。

 スエーデン：地域から出発して国政。

 スエーデン：プラグマティックな知識観

 日本：知識中心。命題伝達主義。「意味
形成と目的形成への参加」なし。



社会的統合と人生の意味形成

 意味形成：学習者中心の視点から知識を組
み立て直す作業

 学習の目的形成：学校で学ぶ目的の形成に
生徒自身が参加する。

→自分の人生をどのように送るのかという問
いのなかに、学校での学習を組み込むこと。

→社会的統合を問う視点と照応

 以上の二つは日本の教育においてじつに弱
い。これを「哲学」において補う。

→意味形成と学習の目的形成としての哲学



家庭科と「吟味された生活」

 北米や北欧の家庭科や消費者教育の教科
書には、「生活の吟味」、「現代生活の
批判的検討」という要素が大きく盛り込
まれている。



『賢い消費者』アメリカ

 現代社会を生きる：意志決定主体として
の消費者

 金銭管理：所得、金融商品、投資、保険
の紹介と利用法、注意

 賢い消費者選択：合理的な購買とリテラ
シー、食物、衣服、交通、余暇、住宅

 行動する消費者：消費者の権利と運動

 質問とディスカッション



J.Bonnice & R. Bannister 
『賢い消費者』小木紀
之他訳、家政教育社、
1998年.







『メディア・リテラシー』（カナダ）

 テレビ、映画、ラジオ、ポップミュー
ジックとビデオクリップ、写真、プリン
ト・メディア、クロス・メディア

 考察や探求、ディスカッション




